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項目 外国語大学 看護大学

法人設置目的
（定款より）

この公立大学法人は，大学を設置し，及び

管理することにより，神戸市における外国

語及び国際文化に関する実践教育及び理論

研究の中心として市民の大学教育に対する

要請にこたえ，もって文化及び教育の面で

地域の社会及び産業の発展に貢献するとと

もに，我が国その他世界の高等教育及び学

術研究の向上に寄与することを目的とする。

この公立大学法人は，大学を設置し，及び管

理することにより，保健医療に関する質の高

い教育研究活動に取り組み，その成果を絶え

ず地域社会に還元すること及び豊かな教養と

看護の専門性を備えた実践力のある看護人材

を育成することを通じて，学術の発展と市民

の保健，医療及び福祉の向上に寄与すること

を目的とする。

沿革 1946 神戸市立外事専門学校を設立

1949 神戸市外国語大学が開学

1950 短期大学部を併設

1955 短期大学部を廃止

1967 大学院外国語学研究科を設置

1996 大学院に博士課程を設置

2007 公立大学法人 神戸市外国語大学発足

1959 神戸市立高等看護学院を設立

1981 神戸市立看護短期大学が開学

1996 神戸市看護大学が開学

2000 大学院看護学研究科博士前期課程を設置

2006 大学院看護学研究科博士後期課程を設置

2007 短期大学部を閉学

2019 公立大学法人 神戸市看護大学発足

基礎データ
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項目 外国語大学 看護大学

学生数
(2021.5.1時点）

学部 ：2,147名（725名）
大学院
修士課程：106名（36名）
博士課程：39名（21名）
外国人研究生：24名（8名）
合 計 ：2,316名（790名）

※（ ）は男性数

学 部 ：395名（25）
大学院
修士課程：47名（6）
博士課程：20名（3）
合 計 ：462名（34名）

※（ ）は男性数

教員数
(2021.4.1時点）

教 授：46名
准教授：29名
講 師：2名

教 授：17名
准教授：13名
講 師：6名
助 教：20名

職員数
(2021.4.1時点）

固有職員 ：31名
市派遣職員：13名
再任用職員：6名
契約職員 ：32名
パート職員：4名

市派遣職員：14名
再任用職員：4名
契約職員 ：12名
パート職員：8名

基礎データ
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項目 外国語大学 看護大学

学部 ○外国語学部
英米学科・ロシア学科・中国学科・
イスパニア学科・国際関係学科

○外国語学部第2部
英米学科

※2021年度より新たなコース制導入

○看護学部
看護学科

※2020年度国家試験合格率
・看護師：98.9％（新卒者全国平均95.4％）
・保健師：100％（新卒者全国平均97.4％）

大学院 ○外国語学研究科
英語学専攻・ロシア語学専攻・
中国語学専攻・イスパニア語学専攻・
国際関係学専攻・英語教育学専攻・
日本アジア言語文化専攻

○看護学研究科
看護学専攻

2021年度
学部入学
競争率

募集人員：430名
受験者数：1,375名
合格者数：446名
競争率 ：2.9倍

募集人員：105名
受験者数：278名
合格者数：108名
競争率：2.6倍

基礎データ
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外国語大学 看護大学

財政状況 ○経常収益
・運営費交付金収益：1,098百万円
・学生納付金収益 ：1,149百万円
・その他 ：163百万円

○経常費用
・業務費 ：2,124百万円

（うち、人件費：1,740百万円）
・一般管理費：219百万円
・財務費用 ：4百万円

○経常収益
・運営費交付金収益：875百万円
・授業料等収益 ：294百万円
・その他 ：34百万円

○経常費用
・業務費 ：1,043百万円

（うち、人件費：912百万円）
・一般管理費：129百万円
・財務費用 ：2百万円

2020年度
学部卒業生
就職希望者
就職率

97％
【主な就職先業界】
メーカー、貿易・商事、金融、運輸・物流、
旅行・サービス、情報・通信、報道・出版、
公務員・政府機関

100％
【主な就職先】
神戸市民病院機構、市内病院、市外病院、地
方公共団体

基礎データ
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力を入れている取組と事例（外国語大学）

①グローバルに活躍できる人材の育成
「行動する国際人」を育成するべく、令和３年４月１日に設立した「神戸グ

ローバル教育センター」を運用していくとともに、中国語通訳の人材育成カリ
キュラムの検討を行う。また、「ANCHOR KOBE」を活用した他大学等との連携の
ため、具体的な取組を検討・実施していく。さらには、学生の海外留学への意欲
を支援するため制度の充実に向けて、検討を進めていく。

②大学ブランドの確立と戦略的な魅力発信
学内の魅力ある情報を集約し、情報発信を行う。対象と内容を明確にした戦略

的な広報を行う。2020年度は、新型コロナウイルス感染症の流行に対応するため
オンラインでの高校生向けガイダンスや、オープンキャンパスをウェブで開催す
るなどの取組を行った。
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神戸グローバル教育センター
【設立目的】
少子化や他大学の国際系学部との競合等のなかで、『神戸グローバル教育セン

ター』を設立し、意欲ある高校生の入学の促進、グローバル人材の育成及び大学
のブランド向上を図る。

【主な事業内容】
１．英語模擬国連活動の拠点づくり《2021年春～》
・日本大学英語模擬国連大会の主催及び参加を継続
・模擬国連世界大会の誘致・開催
・模擬国連活動を行っている高校との連携や、高校生向けの研修を実施

力を入れている取組と事例（外国語大学）
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【主な事業内容】
２．グローバル人材の育成《2022年春～》
・従来から実施されているNPO活動、国際協力についての科目を体系化
・これまで教員やゼミ主体で実施されていた活動を集約、情報・支援のハブ化
・大学院専門職育成プログラムの検討

３．センター活動の広報の展開《2021年秋～》
・模擬国連参加学生のOB・OG、教職員を含めたネットワークの形成
・高校で模擬国連活動やNPO等での活動経験を語る学生の登録バンクを設置

力を入れている取組と事例（外国語大学）
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力を入れている取組と事例（看護大学）

①社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ、看護人材の育成
市内入学者の促進に向けた広報の強化等を図るほか、社会人・留学生受入など

入試制度の見直しを行う。また、地域の看護人材の供給に向けて、看護職者の人
材育成・定着支援を実施する。さらに、新型コロナウイルス感染症流行の下、オ
ンラインを活用し学生の学修機会を確保するとともに、学生支援基金を活用した
経済的支援など学生に対する適切な対応を行う。

②学術研究、地域貢献活動、国際交流の推進等による、大学ブランドの確立
地域連携・国際交流・生涯教育に関する「いちかんダイバーシティ看護開発セ

ンター」を設置し、事業ごとに横断的なグループを編成、事業を展開する。とり
わけ、神戸市と連携し、新型コロナウイルス感染症の流行を契機とした健康問題
対策として、ICTを活用した、市民への「先行的な予防策」、訪問看護等の専門
職・事業者への支援等を行う。また、引き続き、神戸市等の新型コロナウイルス
感染症対応への支援に取り組む。
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神戸市看護大学いちかんダイバーシティ看護開発センター構想
【設立目的】
いちかんダイバーシティ看護開発センターは、地域連携、生涯教育、国際交流、及び

産官学連携、防災・減災支援を５つの柱として、多様な地域社会の中で、地元創成看護
を実装していく。多様化・複雑化する地域社会のニーズの変化に応じて、市民と協働し
て、地域の健康課題の解決に取り組み、この教育研究成果を絶えず市民に還元し、生活
の質の向上に寄与する。

【主な事業内容】
１．地域連携
・コラボ教育の推進
・地域住民への健康情報の提供
・看護専門職等への専門的知識の提供

２．国際交流
・オンラインを活用した海外の大学等との交流をさらに活性化
・インバウンド留学生受入実現のための体制整備の本格化

センター概念図

力を入れている取組と事例（看護大学）
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【主な事業内容】
３．臨床看護連携
・看護師の生涯教育支援、リカレント教育の充実

４．災害看護
・新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた活動体制の整備
・災害後の中・長期的な支援の必要性の根拠となる理論・調査等研究

５．健康支援
・健康に関するオンライン相談窓口の開設
・慢性疾患患者の重症化予防に向けた「オンライン看護」のモデル構築

６．在宅ケア支援
・ICTを活用した、専門職・事業者への人材育成支援、円滑な多職種連携モデル、
利用者や家族への支援モデル開発

７．地域保健支援
・地域の健康課題に応じた支援方策についての相談支援及び現場の研究支援

８．保健師キャリア支援
・兵庫県保健師キャリア支援センター運営協議会、保健師人材育成研修の開催

力を入れている取組と事例（看護大学）
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運営上の課題（外国語大学）

①大学間競争の激化
18歳人口の減少、グローバル化、AI技術の急速な進展等大学を取り巻く環境は

大きく変化してきており、受験生獲得に向けた競争が激しさを増している。

②財源の確保
大学の業務運営の効率化を図る観点から、第1期、第2期中期目標期間中は、神

戸市から交付される運営費交付金の段階的削減が行われてきた。
第３期中期目標期間の運営費交付金の取扱については、段階的削減ではなく、

毎年度神戸市と協議していくこととなっているが、大学としても外部研究資金や
寄附金の獲得、施設の外部貸付等による自己収入の増加に努めていく。
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運営上の課題（外国語大学）

③施設整備
1984年度に大学施設が竣工して以来30年以上が経っており、施設の老朽化に対

応するため、計画的な改修が必要となっている。
2015年度に作成した長期保全計画によると、2017年度から2036年度までの20

年間で約55億円の改修費用が必要になると試算されている。
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運営上の課題（看護大学）

①大学間競争の激化
少子化により18歳人口が減少傾向にある中、看護系大学、学部、学科の新設、

入学定員は増加傾向となっており、大学間における入学者の確保は一段と厳しく
なっている。

②財源の確保
神戸市から交付される運営費交付金については市の財政状況が厳しく、また、

自己収入である授業料等も収容定員により一定の限度があることから、科学研究
費をはじめとする外部資金の獲得や寄附金の獲得に努めるとともに、その他の自
己収入の確保の検討を行う。
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運営上の課題（看護大学）

③施設整備
開学後25年目が経過し施設・設備等が老朽化していることから、2020年度に保

全計画の見直しを行い、2021年度から2030年度までの10年間に約12億円の費用が
必要であると算定された。これに基づき、長期保全計画を策定し、費用対効果等
を考慮しつつ、計画的な改善及び機能の維持向上を図る必要がある。


